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目次／編集方針
トップコミットメント
東日本大震災への対応について
伊藤忠商事のCSR
「三方よし」と伊藤忠商事のCSR
CSRに関する基本方針と推進体制
ステークホルダーとの関わり
人権の尊重
CSRの社内浸透
グループ会社へのCSR展開

伊藤忠グローバルCSRマップ
 Highlight   再生可能エネルギーへの挑戦
  Highlight   第3回サプライチェーン・ルポルタージュ・プロジェクト
事業活動とCSR
繊維カンパニーのCSR
機械・情報カンパニーのCSR
金属・エネルギーカンパニーのCSR
生活資材・化学品カンパニーのCSR
食料カンパニーのCSR
建設・不動産部門のCSR
総本社営業部のCSR

コーポレート・ガバナンスと内部統制、コンプライアンス
コーポレート・ガバナンス
内部統制システム
内部統制システムに関する基本方針
コンプライアンス

サプライチェーンにおけるCSR
伊藤忠商事サプライチェーンCSR行動指針
サプライチェーンにおける実態調査

社員との関わり
「攻め」を支える人材育成
新たなステージに入ったグローバル人材戦略
働きやすい職場環境の実現
社員とのコミュニケーション
日本における人材多様化推進への取組

社会貢献
社会貢献活動基本方針
社会貢献の主な活動
社会貢献レポート

150周年記念社会貢献事業
ボルネオ島での熱帯林再生及び生態系の保全プログラム
伊藤忠奨学金制度

環境への取組
環境方針
環境マネジメント
環境リスクの未然防止
環境教育・啓発活動の推進
地域との共生
オフィス環境パフォーマンス

第三者意見
GRIガイドラインと国連グローバル・コンパクトの対照表
会社概要 /財務情報

伊藤忠商事のCSRの考え方

本レポートの役割

❶
❷

HIGHLIGHT

ISO26000の中核主題と当社の取組

人権 労働慣行 環境組織統治
公正な
事業慣行

コミュニティへの参画
及びコミュニティの発展消費者課題

）evitaitinI gnitropeR labolG（ IRG
「サステナビリティ・レポーティング・
ガイドライン2006」
環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」

）引手るす関に任責的会社（00062OSI

GRIガイドラインと
国連グローバル・コンパクトの対照表

http://www.itochu.co.jp/ja/csr/report/2011/gri/

2010年度（2010年4月1日～ 2011年3月31
日）の実績ですが、活動や取組内容は一部
直近のものも含みます。

対象期間

伊藤忠商事株式会社
広報部　CSR・地球環境室
TEL： 03－3497－4064
FAX： 03－5474－7296
E-mail： csr@itochu.co.jp

問い合わせ先発行情報
発行日： 2011年8月
次　回： 2012年8月予定
（前　回：2010年7月）

対象範囲
伊藤忠商事株式会社（国内9店、海外117店）
及び主要グループ会社を含みます。

参考にしたガイドライン

　伊藤忠商事では、CSR（Corporate Social Responsibility）とは持続可能な社会へ
向けて、企業が事業活動を通じてどのような役割を果たしていくのかを考え行動
していくことであると考えています。本レポートでは、その果たすべき役割と取
組について報告しています。

　本レポートでは当社が注力している以下の 2 つの取組について、HIGHLIGHT
として報告しています。
再生可能エネルギーへの挑戦（太陽エネルギー、風力発電、バイオエネルギー）

　取扱商品のサプライチェーンを上流にさかのぼるサプライチェーン・ルポル  
タージュ・プロジェクト

　あらゆる種類の組織のための社会的責任に関する手引である国際規格
ISO26000が2010 年に発行されました。持続可能な社会を目指す当社の世界規模
での活動を、更に発展させるために、ISO26000 の 7つの中核主題に基づき、当社
の取組を分類しています。

　本レポートを通して、伊藤忠商事の CSR 活動を広く社会に報告し、ご理解をい
ただくことを目的としています。世界に広がるステークホルダーの皆様に向けて
日本語、英語、中国語の3カ国語で発行しています。

1




